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平成 30 年度 第 1 回成田市学校給食センター運営委員会議事録 

  

１ 日 時 平成 30 年 11 月 8 日（木）午前 10 時から 

２ 場 所 成田市学校給食センター2 階会議室 

３ 出席者 1 号委員  内田委員 

      2 号委員  上野委員・石川委員・松﨑委員 

      3 号委員  京増委員・中村委員・三橋委員 

  事務局  関川教育長・宮﨑教育部長・椿所長・髙柳係長・大竹主査 

４ 欠席者 1 号委員  櫻井委員 

      2 号委員  山下委員 

５ 議題  １．学校給食センター運営委員会委員長の選任について 

     ２．学校給食センター運営委員会副委員長の選任について 

６ 報告 １．学校給食センターの概要について 

 ２．学校給食施設整備事業について 

７ 議事（要旨、質疑） 

 議題１．学校給食センター運営委員会委員長の選任について 

   仮議長として京増委員が議事を進行しました。委員長は、成田市学校給

食センターの設置及び管理に関する条例第 8 条の規定により委員の互選に

より選出することとなっているが、委員から推薦等はなく、事務局一任と

の声があり、事務局から京増委員をあげたところ委員からは異議なく承認

されました。 
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議題２．学校給食センター運営委員会副委員長の選任について 

  議題１において選出された京増委員長が議長となり、議題２を進めまし

た。副委員長については、成田市学校給食センターの設置及び管理に関す

る条例第 8 条の規定により、委員の互選により選出することとなっている

が、委員から推薦等はなく、事務局一任との声があり、事務局から三橋委

員をあげたところ、委員からは異議なく承認されました。 

８ 報告（要旨、質疑） 

報告１．学校給食センターの概要について 

事務局  平成 30 年度 学校給食センターの概要について、まず、「事業方針と目

標」では、学校給食は、成長期にある児童生徒に栄養のバランスのとれた

食事を提供することにより、健康増進、体位の向上を図るとともに望まし

い食習慣を身に付け、さらに食糧の生産などについて体得することなどを

大きなねらいとして行われる教育活動であることを説明しました。また、

給食センターでは、安全衛生管理に注意し、栄養豊かでおいしく魅力ある

給食を提供することに鋭意努力する方針を説明しました。  

     次に、「学校給食事業」では、本年度の事業の概要等として給食の日数や

食数、予算の内容等に加え、本年度は、3 つの重点目標を掲げて給食事業に

取り組むことを説明しました。（3 つの重点目標、①学校給食を通じての学

校と家庭、地域との連携を図る、②健康教育の一環としての給食指導の確

立、③学校給食の食事内容の充実） 

次に、「学校給食施設整備事業」では、本年度の事業の概要等について

美郷台小学校学校給食共同調理場増築工事等について説明したほか、学校
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給食施設整備計画の概要として、本市玉造の学校給食センターの施設・設

備の老朽化が著しくなっているため、新たな施設を整備する必要があり、

施設整備に取り組んでいることを説明しました。また、アレルギーを持つ

児童生徒に各人に応じた除去食の提供等をすることや、配送時間を短縮す

ることによる温かい給食を提供すること、栄養教諭、教職員、地元が一体

となった食育が可能となる施設を整備するため、平成 21 年度に基本計画

を策定し、その後、平成 22 年度は実施計画を策定し整備を進めているこ

とについて説明しました。 

      最後に、学校給食センターの事務の体制や調理場ごとの人員配置、施

設設備の内容について説明しました。 

委員    美郷台小学校学校給食共同調理場の整備ががなかなか進まなかったこ

との理由と今後の施設整備の計画はどのようになっていますか。 

事務局   美郷台小学校学校給食共同調理場の建設予定地については、成田市都

市計画において住宅用途ということで親となる学校の食数よりも子とな

る学校の食数が少ないことから、工場であると認識されており、昨年用

途を変更させていただき、建設ができることとなりました。本年度、工

事の発注を進めてまいり次の議会で承認をいただく予定となっています。

また、今後の施設整備については、平成 31 年度に平成小学校の設計、平

成32年度に玉造給食センターの再整備基本計画の策定を予定しています。 

委員    玉造給食センターを改修するときには他のところでつくれるのになぜ

改修するのですか。 

教育長   玉造給食センターには、本所調理場と玉造分所調理場があり、本所調
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理場では中学校に配食し、玉造分所調理場では小学校に配食しています。

新しい調理場をつくることによって、玉造分所調理場の配食校が減ると、

現在中学校に配食している本所調理場の分も調理が可能となるので、そ

の段階になったら、中学校への配食分も玉造分所調理場において配食し、

本所を改修することとしており、その後、玉造分所は廃止となります。

具体的な方法については、これから検討します。 

委員    施設が新しくなることによって、アレルギー対応コーナーを新しくつ

くることになりますが、古い施設ではアレルギー除去のスペースがなく

てなかなか進みません。この新しい施設をどんどん作っていくことによ

って、アレルギー除去食の対応が広範になっていければ良いなと思って

います。今現在、卵と乳だが、さらに種類が増えていければ良いと思っ

ていますが、そのためにはそれに合わせた施設を作っていかなければな

りません。その辺も今回の事業計画に食物アレルギーに対する子供たち

や保護者からの要望もあると思うのである程度は対応していく必要があ

ると思いますが、事業計画はどうなっていますか。 

事務局   基本的には卵と乳の除去食の提供としています。アレルゲンの 27 品目

の対応については、具体的には決まっていることはありませんが、それ

らも視野に入れて検討したいと思います。現在整備を進めている美郷台

の共同調理場については、卵と乳の除去食に対応する特別室を設けてお

り、一般の調理場とは区分された部屋で調理するよう進めています。 

委員    杜中の新しくなったところを見せてもらったことがありますが、杜中

はアレルギー対応の部屋があります。本城と杜小で実際にアレルギー除
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去食の生徒はどれくらいいますか。 

事務局   本年 6 月 12 日現在の把握では、公津の杜中学校共同調理場で小学生１

人と中学生 1 人の合計 2 人に対して除去食を提供しています。本城小学

校共同調理場については、除去食の希望がなく提供していません。公津

の杜小学校共同調理場では現在準備の段階であって提供していません。

安全について十分検討の上提供したいと考えています。 

教育長   大きな問題があり、特別調理室があるのになぜ提供しないのだとよく

聞かれますが、栄養士の話によると栄養士一人で両方を責任をもって見

るのはあまりにも負担が大きすぎるとのことです。少しでもアレルゲン

が入ってしまうと除去食の意味がないので慎重にも慎重を期したいとい

うのが栄養士の気持ちです。「できれば特別調理室専用の栄養士がほし

い。」そういう要望はいただいています。でもそれは相当のコストがかか

ることであり、何か良い方法はないか検討しています。 

      理想から言えばアレルギー除去食をつくる専門の栄養士と一般の子ど

もたちの給食をつくる専門の栄養士がいて二人体制が望ましいが、県の

方では一人しか配置してくれませんので、もし配置するとなると市で単

独で配置しなくてはならないことになります。何か良い方法がないか検

討しています。 

報告２．学校給食施設整備事業について 

事務局  美郷台小学校共同調理場整備事業については、温かい給食の提供、食

物アレルギーへの対応及び食育の推進を図ることができる給食施設とし

て、親子方式による共同調理場を親となる美郷台小学校の敷地内に整備
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し、子供となる成田小、及び八生小へ給食を提供する計画でありまして、

平成 27 年度から整備に向けて取り組んでいるところです。 

美郷台小学校共同調理場整備事業の進捗状況については、美郷台小学

時校の敷地に共同調理場を整備するために、昨年度に用途地域を変更し、

また、設計業務を実施いたしました。 

現在、増築工事及び厨房機器購入のための契約手続きをしているところ

であり、これらの契約については議会案件になることから、本年 12 月の

議会に議案を提出し、承認後には本契約の締結をしようとするものです。 

次に、工事内容についてですが、美郷台小学校共同調理場は、公津の杜

中学校、本城小学校及び公津の杜小学校に次ぐ親子方式による 4 番目の施

設整備となります。子となる給食の配送校は成田小学校及び八生小学校を

予定しています。 

調理場の規模等につきましては、鉄骨造り 2 階建てで、延べ床面積は 1

階が 866．91 平方メートル、2 階が 254．14 平方メートル、合わせて 1,121．

05 平方メートルとなっております。調理能力は最大 1,500 食であり、当

初は約 1,200 食の給食を提供する予定でおります。 

調理施設につきましては、他の親子方式の共同調理場と同じく、学校給

食の衛生基準に適合させるため、食材の下処理を行う汚染区域と、調理を

行う非汚染区域の部屋に区分し、その間を両側から開けられる冷蔵庫など

で接続することにより、食材のみを受け渡す方式になります。また、ドラ

イ方式を採用することにより、厨房の排水が床に流れ出さないよう排水管

を直接、厨房機器等に接続し、床が濡れることによる雑菌の増殖を防止し
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ています。その他といたしましては、特別調理室を整備し、アレルギー除

去食にも対応できるような施設になっています。 

これらの工事につきましては、平成 30 年度から 31 年度の継続事業とし

て、平成 32 年度からの稼働を目指しています。 

以上、美郷台小学校共同調理場の整備状況についての説明となります。 

よろしくお願いいたします。 

（質疑、意見はありませんでした。） 

９ 傍聴 1 人 

 


